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2

3

契約形態�

契約年数�

面積�

保証金�

中途解約�

賃料改定�

原状回復�

仲介手数料�
（一方負担分）�

※上記は代表的な慣習をまとめたもので、地域や各取引により異なる場合があります。�

普通借家契約�

2年�

ネット/グロス�

�

可能�

更新時�

テナント負担�

テナント負担�
（賃料１ヵ月分）�

賃料の�
10～12ヵ月分�

賃料の�
0～2ヵ月分�

日本�

定期契約�

5～10年�

グロス�

�

基本不可�

契約次第�

なし�

オーナー負担�
（期間賃料×%）�

アメリカ�

定期契約�

3年�

グロス�

�

�

�

テナント負担�

双方負担�
（賃料1～1.5ヵ月分）�

インド�

定期契約�

2～6年�

グロス�

賃料の3ヵ月分�

基本不可�

更新時�

テナント負担�

オーナー負担�
（賃料１ヵ月分）�

中国�

定期契約�

近年10年�

ネット�

賃料の12ヵ月分�

�

5年毎相場�

テナント負担�

双方負担�
（年間賃料の10～15％）�

イギリス�

定期契約�

5～7年�

ネット�

賃料の3ヵ月分�

基本不可�

契約％�

なし�

双方負担�
（年間賃料の8～12％）�

ロシア�

賃料の�
6～9ヵ月分�
2、3年後から�
オプション�

契約により�
オプション�

3年毎に�
15％～20％�
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現在市況� 価格査定�

市場賃料� 売却事例�

市況将来予測� 売物件情報�

需要動向� 供給動向�

空室率動向� 賃料査定�

スペース効率�

内装コスト�

取引慣行�

貸主特性�

最適シナリオ�

地域特性�

法、条例�

環境規制�

労働市場�

移転コスト�

地域行政�

税制優遇�

ロケーション�

事業計画�事業計画�

□ 地域・国・都市�
□ 物件用途／タイプ�
□ 設備�
□ 土地面積�

□ 施設面積�
□ 用途地域�
□ 取得価額�
□ 簿価�

□ 分散状況�
□ 賃借条件�
□ 契約条件･期間�
□ 余剰スペース　etc

市況データ� プロフェッショナルインプット�

経営課題�

市況データ� プロフェッショナルインプット�

経営課題�

分析アウトプット�

施策選択�

チーム組成�

アクションプラン�

�

CRE戦略実施�

ポートフォリオデータベース�

自社不動産�
情報の収集�

データ化�

アジア販売拡大�

コスト削減�

会計基準  内部統制�

環境への貢献� 縮小�
拡張� 撤退�

進出� 移転�

資産価値最大化のシナリオ�

グループ内有効活用の可能性�

事業所統合によるコスト削減効果�

スペース縮小/拡大の実施可能性�

etc. 

市場でのポジショニング�

賃借条件の妥当性�

売却、購入の妥当性�

資産圧縮／CF改善の可能性�
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データベース構築�
（現状把握）�

ポートフォリオ分析� アラート（期日・異常値管理）�

定型業務サポート�

■お問い合わせは�

〒105-0013　東京都港区浜松町2-2-12 JEI浜松町ビル�

●インターネット接続で容易に確認可能�

●会社・部署単位で、所有・賃借別にワンクリッ

　クで集計可能�

●所在・面積等の基本項目から、用途地域等

　の各種法規制、建物詳細スペック、利用状

　況等の詳細項目まで登録可能�

●関連書類や周辺写真も添付保存可能�

●ワンクリックで概要書や契約一覧出力�

●賃貸借契約の更新・改定履歴も容易に確

　認可能�

●お客様独自の分析・レポート業務にあわせ、使用頻度の高い検索条件

　を保存・繰り返し使用可能�

●契約更新日等の重要期日を管理するアラート機能を搭載�

●独自設定ベンチマークとの一定以上の乖離をアラート一覧で確認�

●対応状況の登録により、プロセス管理を徹底�

●簡単操作でバブルチャートを自動作成、分析結果の「見える化」を実現�

●分析項目は、多数の指標から自由に選択可能�

●多様な検索機能で、データをＣＳＶファイルにダウンロード、独自分析も可能�

日本版SOX法の施行、国内外企業を問わず活性化するM＆A、ボーダレスな企業間競争の激化――�
近年、企業を取り巻く事業環境は大きく変貌を遂げています。それに伴い、不動産という重要な経営資源をいかに活用するかという"CRE戦略"は、その概念を
理解する段階から、どのように適用していくかという、より実践的な段階へと急速に進化しています。�
その実践のために不可欠なものが、CRE情報を一元的に管理するデータベースであり、そのデータベースを活用した多角的な分析となります。�
シービー・リチャードエリスは、一般事業会社向けに特化した、CRE戦略のための多角的分析機能を備えた不動産マネジメントツールとして、ASP方式のITツー
ル「Remnet‐i」（レムネット-アイ）を開発しました。お客様が使いやすいように設計された「Remnet‐i」を活用したデータベース構築・運営サービスのご提供に
より、貴社のCRE戦略を強力に推進いたします。�
また、データベース関連サービスのみならず、CRE戦略マネジメントサイクルのほぼ全ての領域において、お客様に最適なテーラーメイドの不動産ソリューション
により、貴社のCRE戦略を総合的にサポートいたします。�

グローバル・コーポレイトサービス本部�

レムネット-アイ�


